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アトピー性皮膚炎 
新しい治療を中心に 

 

コレクチム軟膏 

新しい作用の薬 

コレクチム軟膏は、デルゴシチニブというJAK

阻害剤でできています。 

 

JAK阻害剤  待望の軟膏 

JAKというのは、左下の図のように、細胞
の膜にある受容体において、インターフェロン
やインターロイキン等の免疫の反応におい

て、刺激が作用して細胞内にシグナルを伝
える際に必要な、重要な酵素のひとつです。 

JAKという物質が同定されてから、免疫
反応が強いためにおこる病気の治療薬とし

て、期待されてきました。そして今ではJAK阻
害剤は、リウマチなどの治療薬として、重要
な薬になりました。     

その薬が、軟膏となり、2020年6月つい
に、アトピー性皮膚炎に対し、保険で使用で

きるようになりました。 

その成分のデルゴシチニブは分子量が約 

310 と小さいので、経皮的に吸収されます。
「1 日 2 回，1 回の塗布量は5ℊまで」と決

められました。 

JAK  

JAKは、ヤーヌス キナーゼ（Janus 
Kinase）のこと。ヤーヌス（Yanus）は、

ローマ神話に出てくる出入り口の扉の神、前
と後ろに反対向きの二つの顔を持ちます。 
この酵素（Kinase）は、細胞の膜にあ

って、入口を管理する役割から、JAKと名付

けられました。 
左の図の、卵のような赤い球の形で表現

したのが、IL2、IL4、インターフェロンなど
のサイトカインという情報をもって来るもの。

薄青い２本の線は、細胞の膜を、赤い球を
両手を広げて受け止めているのが、受容
体。JAKという酵素が付いた受容体があり
ます。 
このJAK受容体は、主にＴ細胞・Ｂ細

胞・マクロファージ・樹状細胞の免疫反応な
どにおいて、根本的な制御を行っていること
がわかり、阻害剤が作られ、関節リウマチな
どに対し使用されています。 

JAK阻害剤のアトピー性皮膚炎に対する
薬は、治験進行中で、最初に認められた薬
が、コレクチム軟膏です。 

アトピー性皮膚炎の軟膏 

 
 

 
 

 
１） ステロイド軟膏 

２） プロトピック軟膏 
３） コレクチム軟膏 
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